









                                      様式３ 
論  文  内  容  の  要  旨  





頭頸部扁平上皮癌 head and neck squamous cell carcinoma (HNSCC)のひとつである口腔扁平上皮癌 oral squamous 
cell carcinoma (OSCC)は，その高い局所浸潤性とリンパ節転移能が予後に大きな影響を与えている． 





























recombinant Wnt5bを500 ng/mlの濃度で用いた． 
2.  細胞増殖能は，細胞を6穴プレートに播種し，経時的に細胞を分散させて細胞数を算定した． 
3. 遊走能および浸潤能はmigration assayおよびinvasion assayで評価した．また，よりin vivoに近い新規のリン
パ管様ネットワーク付き三次元組織体モデルを用いて浸潤能の評価を行った． 
4.  EMT関連遺伝子は，細胞から全RNAを抽出し，半定量逆転写PCRにて検出した． 
5.  sphere形成能は，超低接着プレートに細胞を播種し，癌幹細胞増殖培地にて培養して形成されたsphereを観察し
 た． 
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 本研究は、Wnt シグナル経路のリガンドである Wnt5b がヒト口腔扁平上皮癌細胞に及ぼす影響につ
いて検討したものである。その結果、癌細胞の遊走能と浸潤能の亢進、間葉細胞マーカーの発現、癌幹
細胞に特徴的な球体形成能の亢進と癌幹細胞マーカーの発現増強がみられ、Wnt5b による上皮間葉転換
ならびに癌幹細胞形質の誘導が示唆された。 
以上は、Wnt5b の癌浸潤ならびに転移における重要性を示すものであり、本研究は、博士(歯学)の学
位論文として価値あるものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
